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シェーデイングのある文字画像の二値化に関する研究

除川幸子＊山城毅＊

AStudyofBinarizationMethodfbrCharacterlmagewithShading

SachikｏＹｏＫＥＧＡｗＡ＊TsuyoshiYAMAsHIRo＊

Abstract

BinarizationofChara心terlmageslsveryimportantpreprocessingfbrchar江terrecoginitionsystem・And

toreduceprocessingtimeisveryimportant・Ourstudyishowtobinarizechar巫teriInageswhichwCre

takenwithＣＣＤｃａｍｅｒａＣＣＤｃａｍｅｒａｈａｓｓｏｍｅａｄｖａｎtagesofsuchasitsimputareaisfreｅａｎｄａ』ｓｏinput

speedisfast・Ｂｕｔａｓｗｅａｋｐｏｉｎｔ,ithasshadingfbrbadlightmgconditions・Therefbre,wCstudiedhowto

Binarizecharacterimageswithshading・Wedecidedthethresholdbysegmentatethereglonandbythe

proposedsimplemethodprocesstimewasreduce。

KeyWOrdS：threshold，binamzationshading，segmentation，ＣＣＤcamera，characterimage

１．まえがき

近年，様々なデジタル画像入力機器の発達により一般に 本研究では，文字認識等において以後のデータ量を減ら

し扱いを簡単にするための重要な前処理である二値化につ

いて検討した．一般的に取り込まれた画像は照明ムラ等に

よりシェーディングが発生するために，固定しきい値決定

法[１１や自動しきい値決定法[2]を用いて決定された単一
しきい値を用いて二値化するとうまくいかない．そのよう

な場合には，部分画像分割法[2]のように画像をいくつか
の領域に分割[4][6]した後に領域ごとにしきい値を決定し
動的に二値化を行うことになる．しかし，手続きは複雑に

なり，それに伴い処理時間も増加する傾向にある．

本手法[7]は，画像全体の濃淡差が一様ではないシェー
ディングのある文字画像を領域分割し二値化を行ってい

る．シェーディングの影響は，画像を分割することで緩和

できる．しかし，画像をすべて同じ大きさに領域分割した

場合には，領域によっては濃淡の変化が顕著なためにさら

に分割した方が良い部分と，分割しすぎているために処理

時間が必要以上にかかってしまう部分ができてしまう場合

がある．そこで，画像をあらかじめ２ｘ２に分割しそれぞ

れの場所で分割数を決定して処理を行う．本研究では，よ

り簡単な汎用性のある処理を行い処理時間を短縮すること

を目的としている．

広く画像を扱う機会が増えている．特に，ホームピデオや

イメージ・スキャナ，またデジタルカメラ等の手軽で自由

度の高い製品の利用分野や活用法は多岐にわたる．この

ような状況のもと画像処理は重要な役割を持つと考えら

れる．

一言に画像処理と言っても様々な分野があるが，パター

ン認識等で最も基本的でありかつ重要な前処理として二値

化がある．二値化とは，濃淡画像を対象領域と背景領域と

に分離する処理であり，あるしきい値によりｏと１のバイ

ナリパターンに変換する操作である．その際，適切なしき

い値を設定することが重要である．対象領域と背景領域の

濃度値が既知の場合には経験的に固定しきい値を設定する

ことは有効である[１１が，実際には微妙な濃淡の変化があ
るのでしきい値を安定に求めるために自動しきい値決定

法が提案されている[２１．自動しきい値決定法にはｐタイ
ル法，大津の方法[３１，KittIerの方法，ラプラシアンヒス
トグラム法，微分ヒストグラム法等がある．また，シェー

ディングにより背景の濃淡レベルが変動している場合には

各画素ごとにしきい値を変える，移動平均法や部分画像分

割法等の動的しきい値決定法が用いられている[２１．この
ような方法を用いた二値化の研究は現在までにほぼ一段落

した感があり，多くの方法が実用段階で利用されている．

しかし，その中には膨大な計算量を必要とするもの[４１や，
計算量は少ないものの良好とは言えない結果を得ているも

のがある[５１．また，文字認識の分野において種々の条件
下で二値化を論じているものは少ない[6｝

２．処理の概要

処理の概要をFig.１に示す．
・本手法では，まず画像を２ｘ２に分割しそれぞれの領域

の濃淡分布によりシェーディングの影響を調べ再分割を行

う．その後，それぞれの領域でしきい値決定用の小領域を

抽出し，その範囲でしきい値を決定し二値化処理を施す．受理:1998年１２月１日

平成１０年度電気関係学会九州支部連合大会にて発表済み
･工学部電気電子工学科

(Dept・ofElectricalandElectronicEngineering,F泡c,ofEng.）
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Fig.１．処理の概要

シエーディングとその影響3．

シェーディングとは,照明ムラにより発生し画像中の濃淡

差のために明るさが一様でない状態のことである．Fig.２．１
にシェーディングのある文字画像示す．このような文字画

像を一様に二値化すると，Fig.２.２のようにつぶれやかす

れがみられる．Fig.２．１を濃度ヒストグラムで表すとＦｉｇ３
のように濃度分布の幅が広くなり，文字部分と背景領域を

区別することが困難なために起こる．もし，濃度ヒストグ

ラムがFig,４のように双峰性の文字画像であれば，文字部

分と背景領域とに区別できる．Fig.５．１のようなシェーデ
ングのない理想的な画像の濃度ヒストグラムは，谷が顕著

になりその谷をしきい値とすれば，Fig.５.２のように良好

な二値化結果が得られる[１１[4｝

Fig.5.1．シェーデイングのないFig.5.2．シェーデイングのない
文字画像文字面｛iRの二個上

４．画像の分割

４．１領域分割

本手法では，シェーディングの影響を緩和するために

画像の分割を試みた．画像を２×２分割することにより，

Fig.３の濃度ヒストグラムはFig.６(a)から(｡)のように
なる．分割後の濃度ヒストグラムから濃淡分布の幅が狭

くなっており，文字部分と背景領域は分割前より判りやす

くなっていることが解る．これは，分割により小領域での

シェーディングの影響が少なくなり，それぞれの濃度の幅

が狭くなっているためであると考えられる．Fig.２．１の画
像を２ｘ２に分割した後にFig.７．２に示すしきい値により

二値化したものをFig.７．１に示す．

Fig.２．２の結果より良好な結果が得られていることが判
る．このように，画像を小領域に分割すればシェーディン

グの影響を少なくできる．領域分割の設定をFig.８に示す．
ただし，ｘ1,x2,yl,y2は式(1)から式(4)で求めた．

Fig02.1．シエーデイングのある
文字画像

Fig.2.2．シエーデイングのある
文字画像の二値化
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本手法では，処理速度の短縮のためにしきい値決定領域

として小領域を設けた．小領域は，Ｆｉｇ８のように領域分
割後のＸ軸，Ｙ軸をさらに二分の－にしているため処理

速度を向上させることができる．

小領域を採用することにより，しきい値決定の情報は減

少するがFig.９の処理結果より全領域の場合と比較して
もこ値化結果に大きな差異はみられない．これは，領域分

割により分割された領域がさほど大きくないために背景領

域の濃度には考慮するほどの影響が与えられないためと思

われる．
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雑音などによる変動を防ぐために，この端の濃度値から５

％累積した位置の濃度をＫｄとした．
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画像を分割するには，まず画像のシェーディングの状況

を知る必要がある．このため，全領域中に分散した９つの

小領域の濃淡分布によりシェーデイングの程度を調べる．

しきい値を求める９つの領域はＦｉｇｌ２の１から９の小
領域であり，その小領域より得られたしきい値を比較する

ことにより分割数を決定した．また，処理速度の短縮のた

めにしきい値を決定する際に，１ピクセルおきに濃度をみ

ている．

比較は，
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６．分割数の自動決定

固定した分割数で領域分割し処理を行うと，必要以上

に分割されているために処理時間を余計に要している領

域と，まだ濃淡差が大きいためにさらに分割をしなければ

いけない領域ができてしまう．そこで，あらかじめ画像を

2ｘ２分割し，それぞれの範囲内で濃度分布の状態を調べ

分割数を決定する．

６．１分割数の決定法
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自動分割を用いた結果をＦｉｇ13.1～Ｆｉｇｌａ３に示す．
画像をあらかじめ４分割し、そのあとでそれぞれの範囲

でしきい値の差により再分割数を決定する方法を用いたこ

とで高速で良好な二値化結果が得られていることが判る．
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７．まとめ

画像をあらかじめ４分割しそれぞれの領域の濃淡差によ

り分割数を決定することで，固定した分割数で一様に二値

化するよりも格段に良好な二値化結果が得られた．また，

しきい値を求める範囲を分割中の小領域に限ったことや，

領域内において１ピクセルごとに画素濃度をみたことで処

理時間の短縮ができた．

今後は，領域間の補間について検討し精度を向上させる

予定である．また，汎用性を持たせるために入力画像の大

きさによる分割数の設定変更や，分割数による小領域の大

きさの割合を変化させることを検討したい．

Fig.13.1．自動分劉数決定法に用いた原画像
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Fig.13.3．自動分割数決定法による二値化


